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性加工性が非常に乏しいことから，このような用途には Ni を 10−37％程度含んだ合金が使用されている．しかしなが
ら，Ni はアレルギーや発がん性の原因物質とされており，生体に対してより安全な Ni フリーCo–Cr–Mo 合金が求めら
れている． 
	 このような背景から，本論文は Ni フリーCo−Cr−Mo 合金の力学特性および冷間加工性の改善を目的として，冷間圧
延における組織変化と熱間圧延による高強度化メカニズムの解明についてそれぞれ詳細に調査したものであり、全 6 章
から構成されている．第 1 章では，本研究の背景として生体用Co−Cr 合金におけるこれまでの研究成果を整理するとと





第 2 章	 N 添加による生体用Co–Cr–Mo 合金の冷間圧延性の改善 
	 本章では，N添加量の異なるCo–29Cr–6Mo（wt.%）合金の冷間圧延を行い，冷間圧延における組織形成メカニズムお
よびN添加の影響について調査した．Co–29Cr–6Mo合金の構成相は1173 K以上でfcc構造であるγ相，1173 K未満でhcp構
造のε相がそれぞれ安定であるが，N添加により熱処理後の冷却過程で形成するathermal γ → εマルテンサイト変態を抑
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第 3 章	 Co–Cr–Mo 合金における冷間圧延組織の発達過程 
	 本章では，Ni フリーCo–Cr–Mo 合金の冷間圧延組織について，ひずみ誘起マルテンサイト変態に注目して，その発
達過程をより詳細に検討した．また，本合金では結晶粒微細化により γ 相を安定化することが知られていることから，















とにより，N 添加量に関わらず熱間圧延率の増加とともに著しく高強度化し，90%熱間圧延材では圧延前の 2−3 倍程度
の高い強度が得られた．特に，N 添加したCo–Cr–Mo 合金では著しく高強度化し，約 1400 MPa の 0.2%耐力と 10%を超
える優れた引張延性の両立が可能であった．これはこれまで報告されている本合金系の強度特性の中で最も高い強度レ







第 5 章	 高密度格子欠陥を有するCo–Cr–Mo 合金熱間圧延材の引張変形挙動とひずみ誘起マルテンサイト変態 












第 6 章	 結論 
	 以上のように，本論文では生体用NiフリーCo–Cr合金の冷間圧延性の改善および熱間圧延による高強度化に着目し，
研究を行った．その結果，本合金の冷間圧延性の改善には N 添加および初期結晶粒組織の微細化が有効であることを
見出すとともに，冷間圧延組織の発達過程を明らかにした．一方，本合金は熱間圧延することにより著しく高強度化し， 
特にN 添加合金では極めて優れた強度−延性バランスが得られることがわかった．結晶粒径および転位密度の定量結果
を基に計算した強化量と実際の降伏強度の間には大きな差があり，結晶粒微細化，転位強化以外の強化機構の寄与が示
唆された．さらに放射光を用いた XRD ラインプロファイル解析により高密度格子欠陥組織を有する熱間圧延材の室温
引張変形挙動を調査し，ひずみ誘起マルテンサイト変態における核生成を含む ε相の形成過程と母相である γ相内の格
子欠陥の存在状態との関係を明らかにした．本章は本論文の結論であり，塑性加工および力学特性に優れ，人体に対し
て安全な生体用Co–Cr 合金の基礎的知見として，本研究を通して得られた結果を総括するとともに，今後の展望につい
て示した． 
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